
自由な趣味の会　　　活動記録

講座名　「絵手紙・ハガキ絵の会」
１．年月日、天候、活動人員、時間等

最高 最低

20１8年８月２９日（水） 32 28 10

2，本日の参加者と場所と時間

活動概要（活動写真は必要）

挨拶：講師　野見喜昭

①「へたでいい・ヘタがいい」をモットーに自由に描いていく
②家で週に１度でも日記替わりに描いていけば上達が早い
③６カ月も描き続ければれば　必ず概ね描けるようになる
④インターネットでも説明しているので参考にして欲しい

① 本日活動
・講師が持ち込んだ材料を、全員が鉛筆を使ってスケッチを約30分デモストレーションとして描く。
・本日のトライアルの描写材料・・・枯れ葉　瓶　小物　と周辺にある材料を描いてみた。
・会員は絵心あり、素描き絵も良いスケッチが出来上がっていた。（写真がなく残念！）

② 描く対象　諸材料は

③ 講師から諸説明
・講師が描いた絵手紙やはがき絵のサンプルを拝見
・絵手紙とはがき絵の違いや道具の説明
・絵手紙やはがき絵についての質疑応答

動画リンク　⇒

⑤ その他
＊会費１回、一人４００円を徴収し、講師の交通費、会の活動に使用する。
＊今後、長期的に実施日を固定について、野見―芦田で　実施日案をまとめる。

感想

次回予定 ・９月１３日（木）９時30分～1２時 場所：しあわせの村－タンポポセミナーⅡ
次々回 ・１０月１１日（木）　10時～1２時30分 場所：しあわせの村内　KSC　（予定）

晴

月　・　日　（曜） 天候
気温（℃） 活動人員

(午前/午後）

時　　　　間 場　　所 参　　　　加　　　　者

12時～14時30分 KSC　園芸教室
野見・道満・土井・木村・庄田・淡路・芦田・奥田・森
本・藤澤 。10名

かつての情報手段・手紙・ハガキは文字で真心をこめて書いていました。しかしそ
れに文字だけでなく絵を描く事でより一層「心の贈り物」になります。それは上手
下手ではなく相手に対して、心の通信手段です。
下記は今後のご自身の活動の参考にして下さい。

⑤テクニックよりも、自分らしさがハガキの中に出ている
かどうか観察する。

・今後、各自が描きたい対象物を自身で決めるその事例：四季折々風景・静物・
植物花・山・人形・趣味の物（料理食材など）持ち込んでもらう　又、良き対象
物なれば皆さんで交換して描く事も・・。

4名であった参加者が本日10名になった。さすがに多くの参加者になれば、いろいろ会話が飛び
交い賑やかな集まりになった。　しかも皆さん絵画には関与されておられ（自身が絵を描いてい
た）この絵手紙絵葉書には新たな分野で初めてのトライで、講師の説明と講師作品を見て、大
いに関心を持たれた。今後もこの会、継続的に活動でき、多くの方が参加されるように感じた。

https://www.youtube.com/watch?v=bWmiL-y4UTY
https://www.youtube.com/watch?v=bWmiL-y4UTY

